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泌尿器科診察室設計の経験

大阪赤十字病院 皮膚泌尿器科医長 正 木 平 蔵

吾が国の綜合病院 のあり方 に就 ては現在種 々の問題が あろ うが,一 つの目立つ ことはその

建築が一般に少し貧弱な様に思 えることである.し かし政府の助 成策等 もあつて漸次近代建

築の病院 がで きつつあることは,吾 が 国の医学界に とつて喜ば しい ことであ る.恐 ら く将来

現在の建築 ブームの様に各地 に立派な病院 が建設 されるのではなか ろうか と考えて居 り,叉

是非 そうありたい もので ある.

私 達の病院 もかねてか ら綜 合外来診察室 の新設 を計画 していたが,こ の度資金面 等で漸 く

成案 を得 たので,昨 年来 その第一期工事 に着手 し,来 る9月 完 成の予定 となつた.

今 回の建築の概要 は総坪数,約6千 坪,地 上3階,地 下2階 の鉄筋 コンク リーV作 り,総

工費約6億 円で ある.こ の設計 に当つて,建 てる以上 は現代の医学 や医療の状況 に適応す る

立派なものを建てたい と云 うのが私達の一致 した要望で,そ のために,診 療 面では在来各科

の他 に中央臨床検査室,各 種疾 患センター,ア イソ トープの治療室等を作 り,文 設備 として

全館冷房やエスカレータ等 の装置をなし,更 に叉赤十字事業 を活溌 に行 うために救急24時 間

外来 や非常災 害時の病室 を兼ねて約800人 を収容す る講堂な ども作 ることに したが,他 に皮

泌科 の分離独立 も実現 され ることになつた.

多 くの大学 や大病院では既 に泌科は独立 してい るが,今 回漸 く私達の病院 もその仲間 入 り

出来 ることは この上 もない喜びである.

思 えぱ当院 の泌科独立 は私が昭和12年 赴任後 の,叉 昭和19年 医 長 としての再赴任以来 の念

願であつた.当 時私の赴任 に際 し恩師故井上教授 は この病院 に赴任す る以上は とにか く泌科

の独立に努 力せ よ.そ のために先 づ実績 を重ね ることだ と云われたが,こ の恩師の言葉は 今

以 て忘れ られないので ある.そ れが今回迄実現 出来 なかつたのは一は病院変革 のためであつ

た.即 ち私の最初 の赴任後 間もな く支那事変が起 り,病 院は軍病院 となり,更 に医長 として

再赴任後数 日にして今度は私 の応召 とな り,復 員後復職 し病院 も軍病院 を解 かれ てこれで平

和な病院に帰れ ると思 つたの も僅 かに10日,今 度は突如 として進駐軍 に接収 され,そ の後約10

年 間は,或 は小学校の講堂に,或 は古アパ ー トに,或 は旧兵舎等に転 々として細々 と辛 うじて

診療 をつづけていた様な全 く悲惨な状態 で,病 院 としても泌科独立 どころではなかつたので

ある.そ れ ともう一つ皮科 内の事 情のため もある.実 は私 自身皮科 の方は殆 ん ど知 らないの

で皮泌科 の医長就任 を極力固辞 したので あるが,病 院は とにか く泌科 をやつ て貰えば よい.

皮科 は三種 の神器(ボ ールザ ルベ とチ ンク油 と硫黄浴,当 時皮科は併癬 多 くこの三薬 のみで

治つていた)さ えあれば誰で も出来 るか らこの方は一寸片手間に診て くれれ ばよい と云 う様

なことで ひきうけ,そ の後 もこんなのん き診療 をつづけ,叉 当時は患者 も少 く強 いて両科 の

分離 の必要 もなかつたわけであ る.然 るところ戦後医学 は益 々発達進歩す ると共 に,私 達の
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病院 もぼ ろ兵舎跡 とは云 え,数 度の改 築を加 えるに従い,漸 次患者 の増加を見,殊 に接収解

除の本館 に復帰後 は急 激な患者洪水に接 し,例 えば ある一 日の如 き午前300人 近 くの主 とし

て皮科患者を見,つ づ いて午後20人 近 くの膀胱鏡倹査をせねばな らぬ と云 う様 な全 くの重労

働的診療に,私 ののん きな二 刀流 も遂 に悲鳴を あげ,両 科 分雛にふみ切 らざるを得 なかった

のである.

さて泌科診察室の設計 に就 てで あるが.一 般に先 づ泌 科診 察室は どうあ るべ きか。又将来

の発達のために備えて どうあるべ きか等の ことは私には よく分 らない.叉 私 は外国の泌科の

あ り方は 勿論,吾 が国の泌科 の状態 も殆 ん ど知 らない 唯一つの経験 らしい ものは,昭 和8

～9年 頃恩師井上教授 の泌科診察室設 計を少しお手 伝い した こと位で,そ れ も古い皮科木造

建物 の一室 を改造 したに過 ぎない ものである.又 その折 同教 授か ら外国の泌 科診察室の状況

をしば しばきいた と記憶す るが,今 はその詳細は何 も思 い出せない.

こんなわけで,こ の度 の設計 と云つて も全 くの我流 でお粗末 と云 う他はないので あるが.

唯 一 つ私達の間で最 も議 論のあつ た ことに就 て述べ てみたい.そ れは レン トゲ ンの問題であ

る.そ の前に始めの各科配 置原 案を述べ ると,建 物 は3病 棟平行式,こ の3病 棟の内,中 央

病棟に中央臨床検査室 や各種疾 患センターを とり,両 側病棟を外科 側 と内科側 とに分ち,そ

の1階 と2階 とに各科 をとる.唯 レン トゲン科 はアイ ソ トープ等 の考慮 もあつて,内 科病棟

の地 下1階 に とると云 う構想 である.皮 泌科 はこの外科 的病棟 の2階,相 隣接 して とり,面

積は各女60坪 で ある.

この原 案は各科 に承認せ られたが.泌 科としては診断 に最 も重要 な レン トゲン科 とは最 大

距離に離れ て居 り,ま ことに困 ることに なる。それで私は泌 隣内に特 別に レン トゲン設 置を極

力主張 したが病院側並 びに レン トゲン科はあ くまでレン トゲンの中央式 を主張 し,他 の数科

が計画す る様 にレン トゲン科 内に泌科専用の室 を作れば よいではないか と云 うのである.申

央式 をとる病院 の立場 か ら見れば この反対 も尤 もな ことであるが,レ ン トゲン科内泌科専用

室 の案は泌科 よりみれぱ診察室が二 つに分れて却 て不便 である.私 のー希望 はあ くまでも泌科

診 察室は即 レン トゲン撮 影室で あり,同 時 に叉治療室で もなければな らぬ と云 うのである.

か くして結 局採用 され たのは,次 に私の提案 したレン トゲン科 内に泌 科全部 を移す案,即 ち

中央廊下式 レン トゲン予定病棟 の片側の室 に泌科を作 ると云 う配置で ある.勿 論皮泌科診察

室の完全分離で ある.こ の配置では泌科 内レン トゲンの設置 も容 易 とな り,こ の器械や 人員

の管理は一切 レン トゲン科 にまかせ られ ることにな り,叉 検査 台,管 球 の配置に より私等の

望む 多数患者 の同時撮影等 も可能 とな り,両 科に とつて合理的で ある.唯 長 く一科 として存

在 した両科 が全 く離れ ることは始めは不便で あろうし又 少しさび しい気 もするが泌科 のあり

方 としては今後皮科にそんなに拘束 され る必要 もなかろ うか とも考え られる.省 以上 の設計

経 過か らも知 られ る様 に,泌 科診療 の実体が他科 の人女には案外知 られ ていない様で,こ の点

私等の怠慢のいたす ところであるが。今後 この方向に一層の努力が必要でなかろうか と考え

てい る.叉 綜 合病院の一つのあ り方 として,や は り中央式を とる以上 レン トゲン等各科共通

のものは外来 中央で各科 にもつ とも近 いところに広 くとり,こ れを中心 として各科 の配置を

考 え,泌 科の様 な特 殊な科は これ と直結 する如 き設 計をなせば各科 に もレン トゲン科 にも叉

患者に も便利 で,極 端 な言葉で云えぱ中央 レン トゲン科 に対 して各科 がそれ に附属する一分

科 として当 る様 な配置を とるのが より合理的ではなかつたろ うか と考え るもので ある.

しか し今は とにか く私達の種 々議論 し検討 した今回の建 築 もその完成を真近にひかえてい

る.病 院の過去20幾 年の苦難 を思 い.ま ことに感慨無量で あるが,叉 一方 こんな設計で よか

つたので あろ うか,果 して将来に適応するだろうかの心配 も大 いにある.将 来必ずや誰かあ

れは設計は設計 であつて も拙計で あつた等の批判 もあるに違いない と思つ てい る.




